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東北中央自動車道

（南陽高畠 山形上山）
な ん よ う た か は た や ま が た か み の や ま

（南陽高畠～山形上山）

【 再 評 価 】

平成２８年１２月１９日平成２８年１２月１９日



１．位置図
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事業再評価区間

東北中央自動車道

南陽高畠

天童
東根

山形中央
山形上山

上山（仮称）

米沢北新潟中央JCT

利府JCT山形JCT

村田JCT

仙台若林JCT

富谷JCT

仙台南
仙台宮城

月山

福島北
東北中央自動車道

（南陽高畠ＩＣ～山形上山ＩＣ）
Ｌ＝２４．４ｋｍ、暫定２車線

平成３０年度供用予定

米沢北

長岡JCT

福島JCT

郡山JCT

新潟中央JCT

相馬

小野

福島大笹生

いわきJCT

上越JCT
矢吹

小野

凡 例

供用中供用中 新直轄 新直轄

更埴JCT 宇都宮
高速自動車国道

事業中

供用中
(暫定2車線)

一般有料道路

他機関の有料道路

供用中
(完成4車線)

新直轄
供用中

新直轄
事業中

供用中 事業中

供用中
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自動車専用道路

供用中



２．事業の目的及び概要

東北中央自動車道は、並行する一般国道13号の
混雑緩和・地域環境改善、沿道地域の住民生活・
経済 産業 文化への貢献に不可欠な道路であり

目 的
宮城県

山形県（新直轄区間）
村山大石田～尾花沢

東北中央自動車道
（南陽高畠～山形上山）

経済・産業・文化への貢献に不可欠な道路であり、
東北道・山形道とのダブルネットワークを構築するこ
とによる災害時の緊急輸送ルートとして寄与するもの
である。

概 要空港

村山大石田 尾花沢
【建設中】

平成29年度供用予定

（新直轄区間）
東根～村山大石田

【建設中】
概 要

区 間：自） 山形県東置賜郡高畠町

大字深沼

至） 山形県上山市金瓶

ひがしおきたまぐんたかはたまち

おおあざふかぬま

かみのやましかなかめ

山形空港

再評価対象区間
東北中央自動車道

（南陽高畠～山形上山）

仙台塩釜港

計 画 延 長：２４．４ｋｍ

道 路 規 格：第１種第２級

設 計 速 度：１００ｋｍ/h
車 線 数：４車線（２車線で整備）
全体事業費：１ ２４０億円

仙台空港

国道13号

（南陽高畠 山形上山）
平成30年度供用予定

（新直轄区間）
米沢～米沢北

【建設中】
平成29年度供用予定

山形上山ＩＣ

上山ＩＣ（仮称）

全体事業費：１，２４０億円平成 年度供用予定

（新直轄区間）
福島大笹生～米沢

【建設中】
平成29年度供用予定

南陽高畠ＩＣ

（新直轄区間）
凡 例

高速自動車道
高速自動車道（新直轄）
高速自動車道（新直轄（事業中））
事 業 区 間

福島県

区 間 区間延長 土工 橋梁 トンネル 備 考

（新直轄区間）
福島ＪＣＴ～福島大笹生

平成２８年９月１１日
供用開始

2

一 般 国 道
一般国道（事業中）

区 間 区間延長 土工 橋梁 トンネル 備 考

山形上山IC～上山IC 9.1km 4.4km 0.8km 3.9km

上山IC～南陽高畠IC 15.3km 9.0km 0.9km 5.4km

比率（％） ― 55% 7% 38%



３．事業の必要性と効果①

○ 国道13号の東北中央自動車道並行区間は、混雑度が1.49～1.78と非常に高く、東北中央自動車
道の整備により交通転換が図られることで渋滞の緩和が期待される

■交通路の相互補完①

道の整備により交通転換が図られることで渋滞の緩和が期待される。

○ 国道13号の周辺には災害や事故、降雪等による通行障害時に信頼性の高い代替路がないことか
ら、早期整備が期待されている。

■国道１３号周辺の道路状況

山形自動車道

上山市

白鷹町

山形市

国道１３号の代替路

• 国道１３号は、Ｈ22年道路センサスでは、平日24h交
通量約25,000台/日、平日混雑度は1.49～1.78 山形上山ＩＣ

国道１３号 上山市赤坂

■国道１３号周辺の道路状況

25,497  25,843 

1.03

1.57 1.78

15,000

20,000

25,000

30,000

長井市
南陽市

24,573  26,122  24,352 

1.51 1.64 1.49

15,000

20,000

25,000

30,000

上山ＩＣ（仮称）5

県道5号は、幅員が
5.5m未満の未改良区
間が存在

県道３号は、冬期通行止め
区間が存在

16,211 

0

5,000

10,000

H11 H17 H22

上山市赤坂 南陽市中川

七ヶ宿町
川西町

0

5,000

10,000

H11 H17 H22

南陽高畠ＩＣ

３

国道１３号 南陽市中川

米沢市

高畠町

24時間交通量 ※赤字は平日混雑度

東北中央自動車道の整備による交通分散に伴う、
渋滞の緩和が期待される。

凡 例

高速自動車道
事 業 区 間
一 般 国 道

米沢北

出典：各年道路交通センサス（H11～H22）
注）混雑度は12 時間値

米沢市

3

米沢北

■地域の声＜道路管理関連職員＞
・国道13号が通行止めとなった場合には、県道5号が代替路として考えられるが、上記のとおり
未改良箇所が存在することから、国道13号の全ての交通を賄いきれるとは言い難い



３．事業の必要性と効果①

○ 山形エリア、福島エリア及び仙台エリア間に高規格幹線道路のダブルネットワークを構築。

■交通路の相互補完②

○ 山形自動車道の通行止め時においては、山形エリアをはじめ庄内方面や最上方面への代替路とし
て機能する。

宮城県
至 鶴岡 至 新庄

庄内方面 最上方面

東北自動車道・山形自動車道・東北中央
自動車道間でのダブルネットワークの構築

宮城県

山形空港
山形県

東根ＩＣ

仙台エリア

庄内方面 最上方面

東北中央自動車道 南陽高畠ＩＣ～山形上山ＩＣ

と福島大笹生IC～米沢北IC（新直轄）が整備され

ることで、山形エリア、福島エリア及び仙台エリア
山形上山ＩＣ東

北
中

東
北
中

再
評

（
南
陽
高

仙台エリア山形エリア

H
30

間にダブルネットワークが形成され、東北自動車

道、山形自動車道、東北中央自動車道いずれに

通行止めがあっても各路線が相互補完し エリア

上山ＩＣ（仮称）

南陽高畠ＩＣ

中
央
自
動
車
道

中
央
自
動
車
道

評
価
区
間

高
畠
～
山
形
上
山
）

30
年
度
供
用
予
定通行止めがあっても各路線が相互補完し、エリア

間の移動が可能になる。

福島JCT凡 例

高速自動車道
高速自動車道（新直轄）

福島県

福島エリア東北中央自動車道
（福島大笹生～米沢北）

事業中（Ｈ29年度供用予定）
4

高速自動車道（新直轄）
高速自動車道（新直轄（事業中））
事 業 区 間
一 般 国 道



３．事業の必要性と効果①

宮城県

■交通路の相互補完（事例）

６強５弱
東 本大震災時 状 震度と通行止め状況

仙台塩釜港

宮城県

山形空港

山形県

６弱

６強

４

５弱

地震発生後、一部の道路を除き
東北支社管内全線通行止め 緊急交通路５弱

東日本大震災時の状況 震度と通行止め状況

仙台エリア
山形エリア

山形県

６強
６強

東北支社管内全線通行止め

20時間後 32時間後

H23.3.12 11：00
東北自動車道など

緊急交通路

４
32時間通行止
【停電】

一般車通行可
山形上山ＩＣ

仙台空港５強

５弱

H23.3.12 22：30
東北中央自動車道全線
山形自動車道（笹谷～西川）
通行止解除

東北自動車道など
緊急交通路指定

11日間通行止
【盛土崩落】

緊急指定車両のみ

６弱５強

山形上山ＩＣ

上山ＩＣ（仮称）

南陽高畠ＩＣ

５強

５弱

H23.3.24 6：00
東北自動車道など
緊急交通路指定解除

13日後

緊急交通路

※東北中央自動車道の通行
止めは、点検作業及び停電
によるもの。

（大規模な被害無し）

６強

南陽高畠ＩＣ

６強

福島県
福島エリア

６弱５強

緊急交通路指定解除

東北中央自動車道は東北自動車道などの通行止め時の
代替ルートとして機能

（大規模な被害無し）

福島ＪＣＴ

5



３．事業の必要性と効果②

○ 当該路線の整備により山形市～米沢市間の所要時間が短縮され、米沢市方面から山形空港まで
のアクセスが向上する

■所要時間の短縮

のアクセスが向上する。

県都への所要時間が短縮

山形市 ⇔ 米沢市

山形県

山形空港・山形市 ⇔ 米沢市

整備前７０分⇒整備後５０分（ ２０分短縮）

29％短縮

山形空港

山形市役所

・山形空港 ⇔ 米沢市

整備前９０分⇒整備後７０分（ ２０分短縮）

県南地域からの山形空港へのアクセス向上
国道13号

２０分短縮
山形上山ＩＣ

上山ＩＣ（仮称）
南陽高畠～山形上山間の開通により

20分の時間短縮効果

区 間 便数（往復） 飛行時間

山形～東京（羽田） ２便 65分

・山形空港の発着便

備前 分 備後 分（ 分短縮）

23％短縮
南陽高畠ＩＣ

米沢市役所

20分の時間短縮効果

山形 東京（羽田） ２便 65分

山形～大阪（伊丹） ９便 80分

山形～名古屋（名古屋） ５便 75分

（平成28年11月現在）

福島県

■地域の声＜空港関連職員＞

・山形空港はシャトルバス以外の公共交通機関の接続がなく、特に山形空港に到

置賜地域

おきたま

※震災時は、仙台空港の代替空港として機能
東京９往復、伊丹４往復、札幌２往復

着された利用者にとって不便な状況にあります。また、置賜地域から空港までの

移動時間がかかるため、置賜地域からの利用は低調な現状にあります。

・こうした状況から、アクセス時間の短縮は、利用者増加に一定の貢献はあるものと

考えております。
6

おきたま



３．事業の必要性と効果③

○ 当該区間の整備により、三次医療施設までの所要時間が短縮し、15分圏域の空白地帯であった

上山IC周辺についてもカバ される

■地域医療環境の改善

上山IC周辺についてもカバーされる。

○ 冬場の降雪時においては一般道と比較し安静に搬送することが可能となる。

高次医療施設への搬送ルートとして ■三次医療の15分カバー圏
山形市

山形県には３箇所の三次救急医療施設があり、東北中央
自動車道は、そのすべての施設への搬送ルートとしての役割
を果たす。

山大医学部附属病院

山形蔵王

山形上山ＩＣ

白鷹町

おきたま

なかでも、山大医学部附属病院、置賜総合病院は、当該
路線に近接しており、医療カバー圏の拡大が見込まれる。

また、複数の三次救急医療施設の選択が可能になり、特に
上山ＩＣ（仮称）

15分カバー圏の拡大

上山市

長井市
南陽市

現在の15分
カバー圏域

拡大される15
分カバー圏域

冬場の降雪時等は、一般道と比べて安静搬送することが可
能であるため、搬送ルートとして利用されている。

・山大医学部附属病院（山形市）
最寄りＩＣ：山形上山ＩＣ

置賜総合病院

南陽高畠ＩＣ

上山市

七ヶ宿町

最寄りＩＣ：山形上山ＩＣ

・置賜総合病院（東置賜郡川西町）
最寄りＩＣ：南陽高畠ＩＣ

南陽高畠ＩＣ

多量出血、呼吸停止時の救命率が向上

■地域の声＜上山市消防本部＞

川西町

高畠町

■地域の声＜上山市消防本部＞
・一般道では信号交差点等での発進・停止が多いため、特に頭蓋内出血患者に負担が掛かる。
・生活圏の拡大により、置賜総合病院への搬送が増加する可能性があるため、高速道路を利用した
搬送が増加すると思慮される。 7



３．事業の必要性と効果④

■物流効率化の支援

○ 山形県は、ラ・フランス、さくらんぼの出荷量が全国1位。

○ 現況では、首都圏方面への輸送は国道13号を利用し、福島飯坂ICから東北自動車道により輸送さ
れているが、当該路線の整備により、輸送時間の短縮や運送時の荷痛みが軽減し、農産物の物流
の効率化が期待される。

山形上山ＩＣ

【主な農産物と収穫量】（高畠町、南陽市、上山市）

◆山形特産の果実の出荷・安定供給に寄与

ラ・フランス 19,000ｔ（県内の約２割【3,800ｔ】）

山辺町朝日町

白鷹町

山形市

国道13号、113号を利用し、
日本海側を経由し近畿地方へ輸送

上山ＩＣ（仮称）

南陽高畠ＩＣ
ぶどう 18,200ｔ（県内の約６割【10,920t】）

（※出荷量は全国１位） Ｈ27年度データ

さくらんぼ 13,200t（県内の約１割【1,320t】）
（※出荷量は全国１位） Ｈ27年度データ

上山市

長井市

南陽市

七ヶ宿町

川西町

常
磐
自
動
車
道

東, （県 約 割【 , 】）
（※出荷量は山梨、長野に次いで全国３位） Ｈ27年度データ

米沢市

川西町
高畠町

■出荷スケジュール

１日目 ２日目

朝

国道13号を利用し、福島飯坂ICから
東北道を利用し首都圏へ輸送

道北
中
央

福島市

収穫

翌朝

全
農
（置

東京大田市場
（約８割）

国道13号→東北道（福島飯坂ＩＣ）

ラ・フランス：３０台/日
さくらんぼ：３７台/日

凡 例

高速自動車道
高速自動車道（新直轄）
事 業 区 間
一 般 国 道

東北中央自動車道
（福島大笹生ＩＣ～米沢北ＩＣ）

事業中（Ｈ29年度供用予定）

収穫 置
賜
）

大阪商圏
（約２割）

国道13号→国道113号→日東道→北陸道

ラ・フランス：５台/日
さくらんぼ：１２台/日

■地域の声＜農協関連職員＞
・東中道が開通することで、遠方市場（首都圏、近畿地方）への輸送時間短縮

及び定時制の確保、ドライバーの負担軽減に一定の効果が期待できる。
・東京商圏への輸送ルートに選択肢が増え、輸送業者にとってはメリットである。 8



３．事業の必要性と効果⑤

○ 当該路線周辺には、全国的に著名な温泉地が立地している。

■広域的な交流・連携強化

○ 当該路線周辺には、全国的に著名な温泉地が立地している。

○ 東北中央自動車道の整備により、観光地間のアクセス利便性が向上し県外観光客の増加が期待され
るとともに、周遊観光の利便性向上による県内観光客の増加等、広域的な観光促進が期待される。

◆山形県内の著名な観光地へのアクセス向上

山形県観光物産会館

山形蔵王

山形中央山辺町朝日町

白鷹町

山形市

赤湯温泉
山形上山ＩＣ

■Ｈ25～27年度の観光者数の内訳
（千人）

資料：南陽市ＨＰ 赤湯温泉

蔵王温泉
上山温泉

上山市
長井市 南陽市

山形上山ＩＣ

上山ＩＣ（仮称）

409
444

100

651
645

200

0 200 400 600 800 1000 1200

H25
H26
H27蔵

王
温

泉蔵王温泉

亀岡文殊

七ヶ宿町

川西町
高畠町

亀岡文殊

南陽高畠ＩＣ

凡 例

高速自動車道
事 業 区 間

般 国 道

100
295
283

100
289
274

200
442
425

200
192
182

H25
H26
H27
H25
H26

上
山
温

泉

湯
温

泉

県内

上山温泉

赤湯温泉 資料：高畠町ＨＰ 亀岡文殊

米沢北
米沢市 福島市

■地域の声＜観光関連職員＞

・観光地へのアクセス利便性が向上し、特に県外観光客のさらなる増加が期待される。

一 般 国 道274
100
170
157
100

182
200

202
204

200

H26
H27
H25
H26
H27

赤
湯 泉

亀
岡
文

殊

県外

赤湯温泉

亀岡文殊

また、県民の県内周遊の利便性が向上し、県内観光流動の促進が期待される。

・置賜、村山両地域の観光地が短時間で結ばれることにより、新たな観光プランの造成

や観光地間の広域連携の促進が期待される。
9出典：平成25～27年度山形県観光者数調査
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３．事業の必要性と効果⑥

■地域産業の支援・地域の活性化

○ 既に供用している山形上山ＩＣ、南陽高畠ＩＣの周辺地域においては東北中央自動車道へのアクセス

■沿線の工業団地の立地状況

、
の良さから工業団地の分譲率が高い状況にある。東北中央自動車道の整備による関東方面へのア
クセス向上により、さらなる地域産業の活性化が期待される。

■沿線の主な工業団地※の分譲状況及び計画の状況
山形蔵王

山形中央
朝日町

白鷹町

山形市

山形上山ＩＣ

山形市蔵王産業団地
蔵王みはらしの丘
（産業エリア）

※用地面積150千㎡以上 山形西部工業団地

名 称
用地面積

（千㎡）

分譲済面積

（千㎡）

分譲率

（％）
事業主体

上山市

南陽市

長井市

上山ＩＣ（仮称）

蔵王の森工業団地

南陽西工業団地

（千㎡） （千㎡） （％）

山形市蔵王産業団地 341 332 98% 山形市土地開発公社

山形西部工業団地 504 504 100%
（一財）山形市都市振
興公社

米沢北

七ヶ宿町

川西町 高畠町

南陽高畠ＩＣ

出典 山形県ヒアリング（H28.9）

蔵王みはらしの丘 307 281 92% （独）都市再生機構

蔵王の森工業団地 154 154 100% 上山市

南陽西工業団地 209 209 100% 南陽市土地開発公社

■地域の声＜企業誘致関連職員＞
・新直轄区間である米沢北～福島間の開通と併せ、関東方面へのアクセスが飛躍

米沢市
福島市

凡 例

的に向上することから、さらなる企業進出が期待される。
・企業誘致の更なる促進のため、山形県内の高速道路の早期連結、県境部分の
ミッシングリンクの早期解消を期待している。

10

高速自動車道
高速自動車道（新直轄（事業中））
事 業 区 間
一 般 国 道



４．事業の進捗状況①

南陽高畠～山形上山

◆事業の経緯◆事業の経緯

都市計画決定 平成 ２年 ９月（上山IC～山形上山IC）

平成 ８年 ５月（南陽高畠IC～上山IC）

整備計画決定 平成１０年１２月

事業許可 平成１８年 ３月

用地着手 平成２２年 ３月用地着手 平成２２年 ３月

工事着手 平成２３年 ４月

◆完成予定年度 平成３０年度

◆全体事業費 約１，２４０億円（+約１３５億円）

用地取得率（平成２８年１１月末） １００％

土木工事着手率（平成２８年１１月末） １００％

事業進捗率（平成２７年度末決算ベース） ２０％

11



４．事業の進捗状況②
■進捗状況

○用地取得率は、１００％（平成２８年１１月末現在）。
○本線工事着手率は、１００％（平成２８年１１月末現在）。全区間で土工、橋梁、トンネル工事を施工中。

15.3㎞ 9.1㎞

白竜湖

、 現 、 、

1

湖

付加車線2 3k

2

付加車線2.3km

付加車線1.4km

3

実施区間

付加車線1.8km：P13写真番号

97%

土工 60%

舗装・施設 0%

前回評価時
（H26年）

用地買収

工
事

12※「土工」及び「舗装・施設」は着手率を示す。 用地買収率は、一部Ⅱ期線部を除く（事業認定対象外箇所を含まない）

舗装・施設 0%

100%

土工 100%

舗装・施設 0%

事

今回評価時
（H28年）

用地買収

工
事



４．事業の進捗状況③

1 3

【三吉山トンネル坑口付近】【白竜湖(白竜大橋)付近】 【堂満山長大切土のり面付近】

2

前回評価時【Ｈ26年】

今回評価時【Ｈ28年10末】

13
進捗状況 : 切土施工中 71万m3/110万m3 進捗状況 : 掘進中 2,291m/2,931m進捗状況 : 上部工架設完了 552m



４．事業の進捗状況④

○本線工事着手率は１００％（平成２８年１１月末現在）。 全線において工事展開中。

■事業化から工事完成までの流れ（当初想定工程との比較）

凡例
前回評価時(H26年)
今回評価時(H28年)

年 度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 備考

事業化・有料道路事業化

測量・調査・設計

土木工事

舗装・施設工事舗装・施設工事

供用開始

14



４．事業の進捗状況⑤

■事業費の増加要因

項 目 事業費の増加要因 増加額

[税込]

①物価アップによる増

○材料費、人件費等の単価上昇による増
材料費の増（ ＋約39億円）[単価上昇率:10.2%]
人件費の増（ ＋約53億円）[単価上昇率:36.1%]
機械器具等の増（ ＋約7億円）[単価上昇率:3.3%]

約99億円

②重金属類対策工の追加による増 ○現地のトンネル掘削土から発生する重金属類対策工の追加による増 約19億円

③土質区分の変更による増 ○道路掘削における土質区分の見直し（硬岩の増加）による増 約17億円

小 計 約135億円

15



４．事業の進捗状況⑤

・東日本大震災以降、労務単価等の急激な上昇が続いているため事業費の増額が必要。

■物価アップによる増【約99億円】

①労務単価の推移 ②材料単価の推移
例）山形県内における普通作業員 例）山形県内における生コンクリート

16,000 15,000

約1割増

13,500

14,400
14,700

13,000

14,000

15,000

13,100

13,500

13,900

13,000

14,000約３割増
約２割増

11,200
11,000 11,10011,000

12,000
12,200

12,500
12,700

12,000

参考)東日本管内における普通作業員 参考)東日本管内における生コンクリート

10,000
H22.4 H23.4 H24.4 H25.4 H26.2 H27.2

11,000
H22.4 H23.4 H24.4 H25.4 H26.4 H27.4

15,206
16,275

16,625

14,000

15,000

16,000

17,000

18,000

約３割増

11,869 11,606 12,206
12,772

13,259

12,000

13,000

14,000

15,000

約１割増

16

12,438 12,338
12,388

11,000

12,000

13,000

H22.4 H23.4 H24.4 H25.4 H26.2 H27.2

11,675

10,000

11,000

H22.4 H23.4 H24.4 H25.4 H26.4 H27.4



４．事業の進捗状況⑤

・当該事業区間の地質調査結果より、三吉山トンネルと山形蔵王トンネルから重金属類（砒素、セレン、鉛、カドミ
ウム）の溶出基準を超える地層と強酸性地層を確認

■重金属類対策工の追加による増【約19億円】

ウム）の溶出基準を超える地層と強酸性地層を確認
・平成26年度から有識者による委員会を設置し、土壌汚染対策法をふまえ検討した結果、重金属類対策を追加

三吉山トンネルの地質は 吉野層流紋岩（貫入岩）と 葉山 三吉山から噴出（カルデラ 火口地形が残存）した溶岩 火山砕

三吉山トンネル

・三吉山トンネルの地質は、吉野層流紋岩（貫入岩）と、葉山・三吉山から噴出（カルデラ・火口地形が残存）した溶岩・火山砕
屑物からなる葉山層の安山岩・凝灰角礫岩から構成
・吉野層流紋岩は、熱水変質による変質帯が分布し、重金属類の砒素を多く含有することを確認

A A‘断面図 凡例

①

②
至 南陽高畠IC

至 山形上山IC

A

A‘

A-A‘断面図

三吉山トンネル

凡例
：土質調査箇所
：トンネル本体

重金属類発生範囲

葉山・三吉山カルデラ及び火口

至 山形上山IC
至 南陽高畠IC

土壌分析試験結果 黄鉄鉱拡大写真

土質調査
No.

砒素（ｍｇ／Ｌ）

ｐＨ
（Ｈ2Ｏ2）

溶出量基準 0.010

第二溶出量基準 0.300

0 015

17

烏兜山の約４万年前山体崩落が発生

・火山岩屑流堆積物（酢川泥流堆積物）

① 最大値
0.015

（溶出量基準超過）
2.1

② 最大値
0.640

（第二溶出量基準超過）
― 葉山層流紋岩に多量に晶出する黄鉄鉱(※)（赤丸）

※黄鉄鉱は掘削等によって空気、雨水に暴露されると
酸性化し、鉱物中に微量に存在する重金属類が溶
出する



４．事業の進捗状況⑤

・葉山層凝灰角礫岩を基盤とし、鳥兜山の山体崩落により発生した酢川泥流堆積物が覆う形で構成
・山形上山IC側区間に出現する凝灰角礫岩は 火山活動に伴う変質を強く受け 重金属類を多く含有することを確認

山形蔵王トンネル

山形上山IC側区間に出現する凝灰角礫岩は、火山活動に伴う変質を強く受け、重金属類を多く含有することを確認

①

至 南陽高畠IC
B-B‘断面図 凡例

：土質調査箇所
：トンネル本体

至 山形上山IC

蔵

至 山形上山IC

至 南陽高畠IC

③

B B‘

山形蔵王トンネル

山形蔵王トンネル
鳥兜山

重金属類発生範囲

山形蔵王トンネル

烏兜山の約４万年前山体崩落が発生

・火山岩屑流堆積物（酢川泥流堆積物）

土質調査
No.

カドミウム（ｍｇ／Ｌ） 鉛（ｍｇ／Ｌ） 砒素（ｍｇ／Ｌ） セレン（ｍｇ／Ｌ）

ｐＨ
（Ｈ2Ｏ2）

溶出量基準 0.010 溶出量基準 0.010 溶出量基準 0.010 溶出量基準 0.010

土壌分析試験結果

18

第二溶出量基準 0.300 第二溶出量基準 0.300 第二溶出量基
準

0.300 第二溶出量基準 0.300

③ 最大値
0.330

（第二溶出量基
準超過）

最大値
0.310

（第二溶出量
基準超過）

最大値
2.010

（第二溶出量
基準超過）

最大値
0.023

（溶出量基準超
過）

1.9



４．事業の進捗状況⑤

・当該事業区間の切土部において、割れ目が乏しく堅く固結した吉野層凝灰角礫岩が出現し、土質区分判定試
験 結 岩が追加

■道路掘削土質区分の変更による増【約17億円】

験の結果より、土質区分に硬岩が追加

・当該区間の切土部における凝灰岩は割れ目の乏しい塊
状硬質岩盤の性状を呈する。
土質区分判定のため リ パ付きブルド ザによる掘削能・土質区分判定のため、リッパ付きブルドーザによる掘削能

力試験を実施したが、ブルドーザによる掘削が困難（当初
は、リッパにより掘削が可能であると判断）

土質区分判定試験
（割 が 掘 が 難）

リッパ

19

（割れ目が少なく掘削が困難）



４．事業の進捗状況⑤

・地質調査時の弾性波速度は2.0㎞/s程度以下を確認しており軟岩相当
・施工において地山深部では、割れ目が乏しく堅く固結した凝灰角礫岩が出現
・リッパ付きブルドーザによる掘削能力試験を実施したが、ブルドーザによる掘削が困難であり、爆破による硬岩
掘削を追加掘削を追加

A‘
当初

至 南陽高畠IC

変更

至 山形上山IC

横断図位置（小穴地区）
土質調査結果による土質区分（設計要領第一集より）

A

土質調査結果による土質区分（設計要領第 集より）

当初 変更

凡例
：土砂
：軟岩

20
土質区分横断図（A-A‘） 爆破による掘削状況

：軟岩
：硬岩



５．本評価区間における取組み ～軟弱地盤対策～

至）米沢北ＩＣ

至）米沢市

1/25,000

南陽高畠ＩＣ

至）米沢北ＩＣ

吉野川

/ ,

南陽高畠ＩＣ

白竜湖軟弱地盤地帯

白竜湖 至）山形市

南陽スカイパーク

21

至）山形上山ＩＣ

（P22写真撮影箇所）

「この地図は、国土地理院発行の２万５千分の１標準地図を使用したものである」軟弱地盤の状況（工事着手当初の状況）



５．本評価区間における取組み ～軟弱地盤対策～

○ 南陽高畠ＩＣから赤湯トンネルまでの区間（約３ｋｍ）では、南北に約５ｋｍ、東西に約３．５ｋｍ、面積
約1,000haの湿地帯で全国でも有数な軟弱地盤地帯を通過するため、軟弱地盤対策を実施。

【軟弱地盤の程度】

白竜湖軟弱地盤の概要 至 米沢市

至 高畠町
国道113号 南陽高畠IC 米沢南陽道路 至 南陽市

国道13号
【軟弱地盤 程度】
無対策で盛土施工（高さ約8m程度)をし
た場合は、約4～6ｍ沈下し、沈下がおさ
まるのは、軟弱層の深い箇所では約23年
を要すると推定

白竜湖軟弱地盤地帯

東
北
中
央
自
動

至 上山市

白竜湖

国道13号

を要すると推定。
軟弱層は深層部では１００ｍ程度

南陽高畠ＩＣ

動
車
道 南陽スカイパークより南側を望む

南陽高畠ＩＣ

度
１
０
０
ｍ

程
度
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深
さ

１



５．本評価区間における取組み ～軟弱地盤対策～
地盤 響を最 抑 横 構造物 等沈 路 段差 発生を軽○ 周辺地盤に与える影響を最小限に抑え且つ横断構造物の不等沈下による路面の段差の発生を軽

減するため、盛土を低くする構造に変更。

・盛土量の削減 ： 約５０万㎥（ダンプ約１１万台分）※１台当たり４．５㎥

■許可時

盛土高さの変更
盛土（平均 H=８ｍ）

■変更
盛土（平均 H=５ｍ）

高架橋

盛土高さ=8m（平均）

■盛土横断図

23

盛土高さ=5m（平均）

軟弱地盤対策範囲



５．本評価区間における取組み ～軟弱地盤対策～

軟 地盤対策 法

○ 軟弱地盤上での盛土施工の早期化、盛土完成後の残留沈下及び周辺地盤の変状の軽減を図る
対策として検討委員会を開催。試験施工を行い、真空圧密工法の有効性が確認された。
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軟弱地盤
（腐植土や粘性土）

軟弱地盤中を負圧状態にし、
大気圧を利用して圧縮させる



５．本評価区間における取組み ～現場の努力～

○ 軟弱地盤地域におけるカルバートボックス等の供用後の長期にわたる沈下により、構造物内の滞水

■地元協議による軟弱地盤地域における横断構造物の削減

○ 軟弱地盤地域におけるカル トボックス等の供用後の長期にわたる沈下により、構造物内の滞水
や高速道路路面の段差の問題を少なくすべく、地元と協議を行い横断構造物の集約を行う。

当初 C-Box: 5基、C-Box(水路)： 1基、C-P: 6基

変更 C-Box: 2基、C-Box(水路): 1基、C-P: 0基
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６．事業の投資効果①

■総便益（Ｂ）
道路事業に関わる便益は 平成42年度の交通量を整備の有無それぞれに いて推計

■計算条件

道路事業に関わる便益は、平成42年度の交通量を整備の有無それぞれについて推計
し、「費用便益分析マニュアル」に基づき３便益を計上した。
【３便益：走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益】

■総費用（Ｃ）
当該事業に関わる建設費と維持管理費を計上した。

【今回評価】 【参考 前回評価】【今回評価】

・基準年次 ：平成28年度
・供用開始年次 ：平成30年度

【参考：前回評価】

平成26年度
平成30年度

・分析対象期間 ：供用後50年間
・基礎データ ：平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ
・交通量の推計時点 ：平成42年度

供用後50年間
平成17年度道路交通ｾﾝｻｽ
平成42年度

・計画交通量 ：9,400～10,100（台/日）
・全体事業費 ：約1,240億円
・総便益（Ｂ） ：約2,530億円（約6,095億円※）
総費 （Ｃ） 約1 333億 （約1 671億 ）

9,500～10,300（台/日）
約1,105億円
約2,457億円（約6,438億円※）
約1 144億 （約1 543億 ）
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・総費用（Ｃ） ：約1,333億円（約1,671億円※）
・費用便益比（Ｂ／Ｃ） ：１．９

約1,144億円（約1,543億円※）
２．１

※基準年次における現在価値化前を示す。



６．事業の投資効果②

全体事業 残事業

■費用対効果分析結果

◆総便益

基準年における

現在価値（B）

走行時間短縮便益 ２，０７５億円 ２，０７５億円

走行経費減少便益 ３３９億円 ３３９億円

現在価値（B） 交通事故減少便益 １１５億円 １１５億円

計 ２，５３０億円 ２，５３０億円

◆総費用

基準年における

全体事業 残事業

事 業 費 １，１３７億円 ６４４億円

維持管理費 １９７億円 １９７億円
現在価値（C）

維持管理費 １９７億円 １９７億円

計 １，３３３億円 ８４１億円

事業全体 費用便益比(B/C) : １．９ 経済的内部収益率(EIRR) : 8.9％ 経済的純現在価値(B-C) : 1,197億円

残事業 費用便益比(B/C) : ３ ０ 経済的内部収益率(EIRR) : 17 0％ 経済的純現在価値(B-C) : 1 689億円
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注１） 「事業全体」の全体事業費は、Ｐ２の全体事業費を基準年における現在価値化しているため、値が異なっている

注２） 経済的内部収益率(EIRR)とは、便益と費用の現在価値を等しくするような社会的割引率の値

残事業 費用便益比(B/C) : ３．０ 経済的内部収益率(EIRR) : 17.0％ 経済的純現在価値(B-C) : 1,689億円



７．関係する都道府県の意見

■山形県知事の意見 平成28年12月2日

「東北中央自動車道 南陽高畠～山形上山」を「事業継続」とすることについて

同意します。同意します。

東北中央自動車道は、格子状骨格道路ネットワークを形成し、災害時の広域的

代替機能の強化や救急医療への対応はもとより 産業 経済 観光の振興を図る代替機能の強化や救急医療への対応はもとより、産業、経済、観光の振興を図る

ためにも極めて重要で必要不可欠な道路でありますので、一日も早い開通を希望

いたしますいたします。
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８．今後の対応方針（原案）

（１）事業の必要性等に関する視点

 当該区間は、山形県内陸部の産業・経済・観光の発展、物流の効率化、救急搬送に不可
欠な道路である。

 当該区間は、国道１３号や東北自動車道等の交通分散機能及び相互補完や、事故・災
害時におけるリダンダンシー機能を有する

（２）事業進捗の見込みに関する視点

害時におけるリダンダンシ 機能を有する。

 費用対効果（B/C)は、１．９である。

（２）事業進捗の見込みに関する視点

 用地買収については１００％完了。

 H２３年度から土工工事に先立ち試験盛土工事等に着手し、試験施工を完了。本線工事は
H２４年度から順次着手しており、事業進捗率は２０％（事業費ベース）。

 平成３０年度の完成を目指して事業を着実に推進中である。

（３）対応方針（原案）

 平成３０年度の完成を目指して事業を着実に推進中である。

 当該事業の再評価は 『事業継続』 とする。
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